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―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★３万３千部もの新聞を印刷する金が続かん

ということでホームページ発信にして３カ月。

パソコンやネットをやらない方には冊子を１

冊３００円（１年３０００円）で購読して頂

いています。お陰様でネット読者と共に冊子

読者も増える一方で、以前と変わらぬ港新聞

ファンの存在に甚く勇気づけられています。 

★いわば窮余の策としての冊子化ですが、マ

イナス面ばかりではありません。むしろ取材

で得た内容をどれだけ書き込めるかという点

では、紙面に限りある新聞よりも頁数を調整

できる冊子の方が自由であり、削る苦痛も少

なく、取材する側、される側、そして何より

読む側の三方全てにプラスとなっています。 

★その一例が４頁の「震災がれき」記事。が

れき受け入れを進める行政と反対する市民の

両方の言い分を詳しく併記しましたが、ここ

までの報道は一般紙でも余り見られません。 

★今号の取材過程で特に心打たれたのは、「思

い出すのも辛すぎて、人に語ることなど思い

もよらなかった体験を、こうして涙もなく落

ち着いて話せるようになったのは、ほんの数

年前からです」という岡崎和子さん（２９頁

「戦争体験」）の一言。８０余層の厚き年輪の

深奥から硬き心の樹皮を突き破ってようやく

滲み出た辛酸の記憶に、ただただ感謝です。 
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